
履歴書

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　年　月　日現在

	ふりがな　しほう　けんたろう

	氏　　名
　　　司法 験太郎

	生年月日
	昭和57　　年10　　月10　日生   （満32　　歳）
	男

	携帯電話番号

	080-0000-1111
	E-MAIL

	sihouken@more-selections.com

	ふりがな　とうきょうとしぶやくさくらがおかちょう
	自宅の電話番号

03-6427-6834

	現住所〒150-0031
東京都渋谷区東一丁目27-6 YMビル5F
	


	年
	月
	学歴

	1997
	4
	MS学園高等学校　入学

	2000
	3
	MS学園高等学校　卒業

	2000
	4
	上京大学法学部　入学

	2004
	3
	上京大学法学部　卒業

	2004
	4
	上京大学 法科大学院　入学

	2007
	3
	上京大学 法科大学院　修了

	
	
	

	
	
	

	
	
	法科大学院卒業後、司法試験を勉強しておりました（2012年5月まで）。


	
	
	職歴

	
	
	接客業（居酒屋、2年）、講師業（学習塾、担当：数学・英語、2年）のアルバイトの経験がございます。


	
	
	

	
	
	

	
	
	


	年
	月
	免許・資格


	2003
	10
	TOEIC550

	2007
	6
	司法試験短答式試験　合格

	2009
	6
	司法試験短答式試験　合格

	
	
	

	スポーツ

中高時代は野球部に所属し、年末年始の3日間以外は、ほぼ全て練習と試合・合宿に明け暮れていました。また、スタミナを鍛えるために、毎日、15kmの道のりを自転車で往復して通学していました。現在は、草野球チームに所属して、月に2回ほど練習に参加しつつ、週に3回、1時間ほどの筋力トレーニングにいそしんでいます。

	よくある他人からの評価

初対面の方には真面目で大人しい印象と言われますが、興味のわいた活動には物怖じせず参加する点などから、親しい人間には、「フットワークが軽くエネルギッシュ」と言われます。

	現在、自己研鑽していること

電話応対や社内ホウレンソウ、ビジネス文書の作成等の最低限のビジネススキルを身に付けるために、人材紹介会社でのインターンシップに参加しています。また、同社が提供する「新人法務部員向けの教育プログラム」の受講、法務担当者向けの弁護士セミナーへの参加を行うなど、企業法務のイメージを出来る限り具体的にするための取り組みを行っております。

	

	志望の動機

私は、「誰にも負けない専門性を持ち、自分にしか出来ない仕事で、様々な社会問題を解決し、社会に大きく貢献して行きたい」との想いで、長年、弁護士を目指して来ました。また、私自身、「本気の失敗には価値がある」をモットーに、バイトやゼミ、インターンその他、あらゆる場面で積極的に手を挙げ、多くのチャレンジと失敗を重ねる人生を送って来たと自負しております。

そのため、今回の就職活動では、応募先企業が、①社会貢献を強く意識した事業を展開していること、②チャレンジを恐れない社内風土を有していること、③これまで磨いて来た「法的素養」を活かした業務を任せてもらえること、以上の3点を重視して企業選びを行っております。

　その点、貴社は、司法試験経験者に特化した人材紹介業を行っておりますが、司法試験改革の失敗が叫ばれて久しい昨今、商取引のグローバル化や複雑化、コンプライアンスへの関心の増大等を背景に、そのニーズを年々増している「法務職のポジション」に司法試験経験者を送り込んで行くことは、日本企業をリーガルの側面から支え、失敗と断罪されている司法試験改革を実のあるものとする意味で、非常に意義深い事業だと感じております。また、日本社会に大きく欠けている「失敗した者が再チャレンジ出来る環境」を作るという観点からも、社会に貢献する事業だと思います。
　さらに、貴社は、法務担当者向けの教育事業を展開し、法務担当者向けのWEBメディアも運営されるなど、新規事業にも積極的で、「楽しんで未知の問題に取り組むこと」をモットーとされている貴社代表のインタビュー記事を拝読しましても、チャレンジ精神に溢れる社内風土があるように感じました。
　貴社法務部においては、人材紹介契約に始まり、人材派遣に伴う労務関連の法務業務、新規事業にまつわる法律相談など、大きな責任と裁量の下、幅広い業務を任せてもらえるのではと期待しております。法務は未経験ではありますが、未経験ながらに、その時その時で会社に貢献できる仕事を自ら探しつつ、一刻も早く、一人前の法務担当者となれるよう、精いっぱいの研鑽を積む所存です。
このように、貴社への入社を熱望しておりますので、一度、面接の機会をいただけましたら幸いです。どうぞ、よろしくお願い致します。


	通勤時間　　　　約　　　時間　　　分
	扶養家族数

(配偶者を除く)　　　 　人
	配偶者

　
	配偶者の扶養義務

　

	最寄り駅　　　　　必ず記載ください　　駅
	
	
	


【注意点①】当社と履歴書等のやり取りをする際は、応募先企業名は、メール本文内に記載し、ファイル名は、「応募書類名（氏名）」のみでお願いします。
＜例＞履歴書（司法 験太郎）、職務経歴書（司法 験太郎）　←（）は全角、苗字と名前の間は半角
※ファイル名の中には、応募先企業名を入れないでください。
【注意点②】履歴書は必ず2ページ以内に収めてください。無駄なページが印刷されないように余白や文字数を調整してください。（改行マークだけが3枚目に表示されているケースもありますが、それもNGです。）
【注意点③】この履歴書は、ご自身が書きやすいように項目をカスタマイズして使って下さい。市販のものではないにも関わらず、他の方とまるっきり同じフォーマットになっていると、人事担当者の方が違和感を覚えることがあります。

　　例）「最近読んだ本」、「力を入れている趣味」、「特に関心が強いこと」、「座右の銘」etc.

※写真を貼付した方が書類の通過率は高いので、電子ファイルをドラッグ＆ドロップして写真を貼り付けましょう。また、画像ファイルが大き過ぎると、応募の際に企業からスパムメール扱いされますので、画像サイズを1000kb未満に収めてください。











�選考の最後の場面で、皆様のライバルとなるのは、同じ司法試験経験者である可能性が高いです。話のネタ、考え方、将来の目標その他で、いかに、他の司法試験経験者と「差別化」するかという意識を強く持って下さい。


�企業からの連絡にいつでも対応できるように、必ず留守電設定（3コール目くらいが目安）をしておきましょう。


�迷惑メールフォルダに企業からのメールが入っているケースが報告されておりますので、最低一日一回は見る癖をつけて下さい。


�空白期間がある場合、その期間何をしていたのか記載した方が良いかと思います。（大学卒業後や法科大学院修了後の期間etc.）


�正社員での職歴がない方は、社会との接点が薄い人材と認識されないために直近のアルバイト歴を記載してください。





2007年3月　○○学習塾入社


2009年4月　○○学習塾退社





上記のように社名を書くと、あたかも職歴があるかのようにミスリードさせるおそれがあり、真実がわかったときに、反動で評価が大きく下がる可能性がありますので、左記のように伝えたいこと（どんな仕事をしていたのか）を書いた方が良いです。


�嘘を書くのはいけませんが、証明書を提出するよう求めてくる企業様は、かなりの少数派ですので、証明書類を紛失してしまっている場合でも、過去のTOEICの点数・択一合格の事実は、その年度と共に記載するようにしてみてください。


�ここでは、司法試験受験生に欠けていると思われがちな、体力面・協調性の面をアピールして下さい。特にスポーツをしていないということであれば、ウォーキングなりサイクリングなり筋力トレーニングなりを始めてみて下さい。


�人事は写真から受ける第一印象だけで書面に目を通して行きますので、第一印象をくつがえす観点の評価が望ましいです。


�自分に足りないものを見つめ、それを埋めるために行っている活動を記載して下さい。書くことがなければ、今日からでも始めて下さい。【例】語学、インターンシップ、ボランティア、接客バイトなど。（出来れば、座学以外がいいです。）


�「志望度」は皆さまが思っている以上に、採用におけるウエイトが重いです。ここは、応募する企業様への興味・関心の強さを示す場と考えて下さい。





また、「使い回しの履歴書」という印象を採用担当者に与えた時点で、一気に評価を落とすおそれがあります。いかに、オーダーメイド感を出せるかがポイントになります。そして、そのためには、「自分自身」の話よりも、応募先企業の話を中心に書く必要があります。


�企業選びの軸とその理由を冒頭に示してください。その後に、そこに応募先企業の特徴を当てはめる形で、応募先企業の話を書き連ねて行ってください。※企業選びの軸に、企業の展開する事業に関連する内容が一つもない方がいますが、事業内容への興味関心は、志望度の高さを示す上ではマストな要素になりますので、「どのような事業を展開している企業に就職したいか」を示すようにしてください。






